
　
　
　

又
、
暑
い
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

日
頃
は
私
ど
も
東
京
光
の
家
が
お
こ

な
っ
て
い
る
視
覚
障
害
者
福
祉
事
業

全
般
に
対
し
、
格
別
な
る
ご
高
配
の

も
と
ご
指
導
ご
鞭
撻
ご
支
援
を
賜
り

心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
援
助
の
お
蔭
で
、
事

業
全
体
も
滞
り
無
く
取
り
運
ば
れ
、

微
力
な
が
ら
も
社
会
的
責
任
を
果
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
又
、
各
事
業

体
施
設
で
生
活
す
る
利
用
者
た
ち
も

元
気
で
明
る
く
、
一
日
一
日
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
、
諸
訓
練
に
励
み
な

が
ら
、
自
立
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

以
下
平
成
二
二
年
度
の
事
業
状
況

の
ご
報
告
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（1）

平
成
二
二
年
度

 
社
会
福
祉
法
人  

東
京
光
の
家
事
業
報
告

は
じ
め
に
　
〜
総
括
的
報
告
〜

2011.7.

【社会福祉法人東京光の家  総括貸借対照表】
平成23年3月31日現在	 （単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部
科　　目 金　額 科　　目 金　額

流 動 資 産 383,499 流 動 負 債 58,318
現 金 預 金 269,186 未 払 金 33,366
未 収 金 90,519 預 り 金 8,167
立 替 金 616 経理区分間借入金 10,729
前 払 金 1,563 会計単位間借入金 6,053
経理区分間貸付金 10,729
会計単位間貸付金 6,053
商 品 ・ 製 品 3,295
原 材 料 1,533 固 定 負 債 114,053

固 定 資 産 2,253,380 設備資金借入金 49,950
基 本 財 産 1,114,734 退職給与引当金 64,103
土 地 3,630 負 債 の 部 合 計 172,372
建 物 1,111,104 純 資 産 の 部

その他の固定資産 1,138,645 基 本 金 418,832
機 械 及 び 装 置	 13,924 国庫補助金等特別積立金 462,385
車	 輌	 運	 搬	 具		 178 その他の積立金 1,036,977
器 具 及 び 備 品			 22,190 移行時特別積立金 104,652
長 期 貸 付 金 300 人 件 費 積 立 金 304,500
措置施設繰越特定預金 287,000 建 設 積 立 金 98,500
移行時特別積立預金 104,652 施設整備等積立金 371,360
施設整備積立預金 234,360 その他の積立金 152,500
人件費積立預金 154,500 工賃変動積立金 2,465
建設積立特定預金 98,500 設備整備等積立金 3,000
その他の積立特定預金 152,500 次期繰越活動収支差額 546,312
工賃変動積立預金 2,465 次期繰越活動収支差額 546,312
設備整備等積立預金 3,000 （うち当期活動収支差額） 245,160
その他の固定資産 65,075 純 資 産 の 部 合 計 2,464,508
資 産 の 部 合 計 2,636,880 負債及び純資産の部合計 2,636,880
脚注：減価償却費の累計額		1,027,844千円
注記：固定資産の減価償却の方法…定額法

【社会福祉法人 東京光の家 総括資金収支計算書】
（自）平成22年4月1日（至)平成23年3月31日 （単位：千円）

科　　　目 金　額
就労支援事業収入計 48,552
就労支援事業支出計 46,571

就労支援事業活動資金収支差額 1,981
経常活動及び福祉事業収入計 1,175,374
自立支援費等収入 558,259
利用料収入 1,944
措置費収入 195,644
私的契約利用料収入 52,614
補助事業等収入 12,171
経常経費補助金収入 259,947
寄付金収入(※賛助会寄附金含む）	 54,859
雑収入 30,645
借入金利息補助金収入 846
受取利息配当金収入 1,492
会計単位間繰入金収入 3,950
経理区分間繰入金収入 3,000

経常活動及び福祉事業支出計 970,095
人件費支出 703,251
事務費支出 125,971
事業費支出 133,076
借入金利息支出 846
経理区分間繰入金支出 3,000
会計単位間繰入金支出 3,950

経常活動福祉事業活動資金収支差額 205,279
施設整備等収入計（※賛助会寄附金含む） 63,554
施設整備等支出計 3,516

施設整備等資金収支差額 60,037
財務収入計 12,355
財務支出計 263,990

財務活動資金収支差額 △251,634
当期資金収支差額合計 15,663
当期末支払資金残高 320,351

【社会福祉法人 東京光の家 総括事業活動収支計算書】
（自）平成22年4月1日（至)平成23年3月31日 （単位：千円）

科　　　目 金　額
就労支援事業活動収入計 48,552
就労支援事業活動支出計 47,037

就労支援事業活動収支差額 1,515
事業活動及び福祉事業活動収入計 1,185,601
自立支援費等収入 558,259
利用料収入 1,944
措置費収入 195,644
私的契約利用料収入 52,614
補助事業等収入 12,171
経常経費補助金収入 259,947
寄付金収入（※賛助会寄附金含む）	 54,859
雑収入 27,703
国庫補助金等特別積立金取崩額（事業） 22,456

事業活動及び福祉事業活動支出計 1,004,327
人件費支出 703,251
事務費支出 115,558
事業費支出 133,076
減価償却費 44,970
引当金繰入 7,471

事業活動及び福祉事業活動収支差額 181,273
事業活動外収入計 9,288
事業活動外支出計 7,796

事業活動外収支差額 1,492
経常収支差額 184,280

特別収入計（※賛助会寄附金含む） 63,554
特別支出計 2,674

特別収支差額 60,879
当期活動収支差額 245,160
前期繰越活動収支差額 541,595
当期末繰越活動収支差額 786,756
次期繰越活動収支差額 546,312

※賛助会寄附金額	78,291千円
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【法人本部 資金収支計算書】
科　　　目 金　額

経常収入計 69,243
補助事業等収入 32
寄付金収入 53,965
雑収入 10,397
受取利息配当金収入 349
会計単位間繰入金収入 1,500
経理区分間繰入金収入 3,000

経常支出計 13,426
事務費支出 10,976
会計単位間繰入金支出 2,450

経常活動資金収支差額 55,817
施設整備等収入計 28,286
施設整備等支出計 0

施設整備等資金収支差額 28,286
財務収入計 300
財務支出計 83,000

財務活動資金収支差額 △ 82,700
当期資金収支差額合計 1,403
当期末支払資金残高 60,776

【光の家新生園 資金収支計算書】
科　　　目 金　額

経常収入計 351,337
自立支援費等収入 296,883
補助事業等収入 6,480
経常経費補助金収入 41,496
寄付金収入 431
雑収入 5,797
受取利息配当金収入 247

経常支出計 292,286
人件費支出 193,402
事務費支出 62,253
事業費支出 34,130
経理区分間繰入金支出 2,500

経常活動資金収支差額											 59,050
施設整備等収入計																			 35,268
施設整備等支出計																			 271

施設整備等資金収支差額										 34,996
財務収入計																									 12,055
財務支出計																									 102,500

財務活動資金収支差額							 △ 90,444
当期資金収支差額合計 3,603
当期末支払資金残高					 79,091

【光の家栄光園 資金収支計算書】
科　　　目 金　額

就労支援事業収入計 48,552
就労支援事業支出計 46,571

就労支援事業活動資金収支差額 1,981
福祉事業収入計 327,694
自立支援費等収入 261,375
補助事業等収入 5,658
経常経費補助金収入 51,915
寄付金収入 275
雑収入 5,703
受取利息配当金収入 316
会計単位間繰入金収入	 2,450

福祉事業支出計																					 269,356
人件費支出 208,876
事務費支出 19,142
事業費支出 39,837
会計単位間繰入金支出 1,500

福祉事業活動資金収支差額									 58,338
施設整備等収入計																				 0
施設整備等支出計																			 2,996

施設整備等資金収支差額											 △ 2,996
財務収入計																									 0
財務支出計																									 52,000

財務活動資金収支差額								 △ 52,000
当期資金収支差額合計 5,323
当期末支払資金残高														 95,195

【光の家神愛園 資金収支計算書】
科　　　目 金　額

経常収入計 416,859
措置費収入 195,644
私的契約利用料収入 52,614
経常経費補助金収入 159,996
寄付金収入 186
雑収入 7,001
借入金利息補助金収入 846
受取利息配当金収入 569

経常支出計																										 387,038
人件費支出 295,340
事務費支出 31,510
事業費支出 58,841
借入金利息支出 846
経理区分間繰入金支出 500

経常活動資金収支差額											 29,820
施設整備等収入計																			 0
施設整備等支出計																			 249

施設整備等資金収支差額											 249
財務収入計																									 0
財務支出計																									 24,990

財務活動資金収支差額												 △ 24,990
当期資金収支差額合計									 4,581
当期末支払資金残高															 78,902

【光の家鍼灸マッサージホーム 資金収支計算書】
科　　　目 金　額

経常収入計 9,635
利用料収入 1,944
経常経費補助金収入 6,538
雑収入 1,141
受取利息配当金収入 9

経常支出計 7,728
人件費支出 5,632
事務費支出 1,831
事業費支出 265

経常活動資金収支差額											 1,906
施設整備等収入計																		 0
施設整備等支出計																			 0

施設整備等資金収支差額										 0
財務収入計																								 0
財務支出計																									 1,500

財務活動資金収支差額											 △ 1,500
当期資金収支差額合計						 406
当期末支払資金残高														 4,471

【公益事業特別会計 資金収支計算書】
視覚障害者移動介護従事者養成研修事業

科　　　目 金　額
経常収入計 603
雑収入 603

経常支出計 257
事務費支出 257

経常活動資金収支差額											 345
当期資金収支差額合計						 345
当期末支払資金残高														 1,914

各資金収支計算書会計期間：
（自）平成22年4月1日	（至）平成23年3月31日
単位：千円（千円未満切捨）



余
り
の
専
門
委
員
会
（
例
・
防
災
活

動
委
員
会
・
安
全
衛
生
委
員
会
・
苦

情
解
決
委
員
会
等
々
）
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
支
援
事
業
と
し
て

視
覚
障
害
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
養

成
事
業
を
実
施
し
て
い
る
福
祉
教
育

研
修
室
の
他
に
、
地
域
福
祉
相
談
室
、

盲
重
複
障
害
者
福
祉
研
究
室
、
地
域

貢
献
活
動
室
が
あ
り
、
地
域
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
振
興
・
発
展
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

以
下
各
事
業
施
設
の
活
動
状
況

等
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

利
用
者
の
多
く
は
、
視
覚
障
害

に
加
え
、
他
の
障
害
を
併
せ
持
つ
盲

重
複
障
害
者
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
を

考
慮
し
た
個
別
支
援
計
画
を
策
定
し
、

能
力
に
応
じ
た
支
援
を
行
っ
た
。
平

成
二
二
年
度
は
、
施
設
入
所
支
援
と

生
活
介
護
の
利
用
に
加
え
、
短
期
入

所
と
機
能
訓
練
を
利
用
し
て
地
域
移

行
を
実
現
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

一
、
利
用
者
支
援

（3）

定
款
に
定
め
る
施
設
事
業
体
は

次
の
四
つ
で
あ
り
ま
す
。

①	

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
、
指

定
・
障
害
者
支
援
施
設	

施
設
名	

光
の
家
新
生
園
（
生
活
介
護
定
員

五
四
名
・
機
能
訓
練
定
員
六
名
・

施
設
入
所
支
援
定
員
五
五
名
・
短

期
入
所
定
員
二
名
）

②	

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
、指
定・

障
害
者
支
援
施
設	

施
設
名	

光
の
家

栄
光
園
（
生
活
介
護
定
員
七
〇
名
・

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
定
員
一〇
名
・

施
設
入
所
支
援
定
員
六
〇
名
）

③	

生
活
保
護
法
に
よ
る
救
護
施
設	

施
設
名	

光
の
家
神
愛
園
（
定
員

八
〇
名
）

④	

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
、
盲

人
ホ
ー
ム	

施
設
名	

光
の
家
鍼
灸

マ
ッ
サ
ー
ジ
ホ
ー
ム

更
に
、右
四
つ
の
施
設
を
統
一
的・

総
括
的
に
結
ぶ
部
門
と
し
て
総
務
部

（
総
務
課
・
医
務
課
・
食
事
課
）
が

あ
り
、
全
施
設
事
業
体
に
亘
る
横
断

的
組
織
体
を
も
っ
て
活
動
す
る
十
数

　
指
定
・
障
害
者
支
援
施
設

　
光
の
家
新
生
園

2011.7.

　
法
人
事
業

平
成
二
二
年
度
は
、
東
京
都
立
文

京
盲
学
校
よ
り
一
名
、
東
京
都
立
八

王
子
盲
学
校
よ
り
一
名
、
群
馬
県
立

盲
学
校
よ
り
一
名
、
光
の
家
栄
光
園

よ
り
一
名
の
四
名
の
利
用
者
を
受
け

入
れ
、
日
中
活
動
は
五
九
名
、
施
設

入
所
支
援
は
五
六
名
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。
今
年
度
は
じ
め
て
、
視
覚
障
害

と
知
的
障
害
と
聴
覚
障
害
と
肢
体
不

自
由
の
重
複
障
害
者
を
受
け
入
れ
た
。

又
、
六
月
よ
り
機
能
訓
練
と
し
て
同

法
人
内
の
光
の
家
栄
光
園
と
光
の
家

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
ホ
ー
ム
の
利
用
者

を
受
け
入
れ
た
。

二
、
地
域
と
の
交
流

地
域
の
大
学
が
主
催
す
る
『
ひ

の
の
ん
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
「
見
え
な
い

森
」』
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
地
域
の

小
、
中
学
校
の
総
合
学
習
に
協
力
し

た
。
又
、
例
年
同
様
に
地
域
と
の
交

流
行
事（
旭
が
丘
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り・

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
・
愛
の
サ
ウ

ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
が
行
わ
れ
、

地
域
の
方
々
の
参
加
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
が
得
ら
れ
た
。

三
．
職
員
研
修
の
充
実

今
年
度
も
自
閉
症
・
て
ん
か
ん
な

ど
の
研
修
会
に
参
加
し
、
幅
広
い
知

識
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
又
、
専

門
知
識
に
お
け
る
チ
ー
ム
研
修
を
計

画
し
て
職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
た
。

四
、
保
護
者
と
の
繋
が
り

五
月
に
は
、
給
排
水
管
の
大
規

模
修
繕
に
つ
い
て
説
明
し
、
八
月
と

一
二
月
で
は
、
利
用
者
の
支
援
状
況

等
を
報
告
し
た
。
又
、
年
二
回
の
施

設
便
り
に
加
え
、
日
常
的
に
健
康
状

況
等
を
報
告
し
た
。

就
労
支
援
を
生
活
の
中
心
と
し

て
、
働
く
こ
と
の
尊
さ
と
喜
び
を
知

る
と
共
に
利
用
者
の
自
立
支
援
と
社

会
活
動
へ
の
参
加
の
促
進
を
目
標
に

支
援
し
て
き
た
。
昨
年
度
は
就
労
支

援
施
設
と
し
て
、
工
賃
倍
増
を
目

標
に
作
業
棟
内
の
整
理
統
合
を
行
い
、

作
業
の
効
率
化
と
環
境
整
備
を
図
っ

た
。
利
用
者
と
職
員
が
協
力
し
て
目

標
に
向
か
っ
て
努
力
し
た
。

一
、
利
用
者
支
援

平
成
二
二
年
度
は
入
所
者
六
一

  

指
定
・
障
害
者
支
援
施
設

　
光
の
家
栄
光
園



（4）2011.7.

名
、
通
所
者
一
七
名
の
七
八
名
で
ス

タ
ー
ト
し
た
。
地
域
生
活
支
援
係
を

設
置
し
て
二
年
目
に
な
る
が
、
通
所

者
の
相
談
や
調
整
を
行
う
こ
と
で
円

滑
に
通
所
が
継
続
で
き
る
た
め
の
窓

口
と
し
て
定
着
し
て
き
た
。

一
〇
月
に
行
わ
れ
た
職
員
の
勤
務

時
間
の
見
直
し
に
よ
っ
て
夕
方
の
体

制
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
よ
り
き
め

の
細
か
い
利
用
者
対
応
を
目
指
し
た
。

就
労
支
援
は
収
入
が
四
千
百
万

円
に
達
し
、
目
標
に
し
て
い
た

四
千
万
円
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
た
。

助
成
金
で
導
入
し
た
カ
ラ
ー
印
刷
機

に
よ
り
、
市
内
の
大
学
や
自
治
会
等

か
ら
の
受
注
が
い
た
だ
け
た
こ
と
等

に
よ
る
。
反
面
、
点
字
出
版
は
減
少

傾
向
が
続
い
て
い
て
厳
し
い
状
況
も

あ
る
。

二
、
地
域
と
の
交
流

恒
例
の
地
域
と
の
交
流
行
事
や

「
シ
ョ
ッ
プ
ア
ガ
ペ
」
の
営
業
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
し
て
地
域
の

人
々
と
自
然
な
つ
な
が
り
を
持
つ
こ

と
が
で
き
た
。

三
、
職
員
研
修
の
充
実

二
二
年
度
は
、
視
覚
障
害
、
精
神

障
害
、
治
療
食
等
に
つ
い
て
の
内
部

研
修
を
行
っ
た
。
ま
た
、
一
三
の
外

部
研
修
に
職
員
を
派
遣
し
て
多
く
の

刺
激
を
受
け
た
。

四
、
保
護
者
と
の
繋
が
り

五
月
、
八
月
、
一
二
月
に
保
護
者

会
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
年
二
回
の

施
設
便
り
の
発
行
と
、
利
用
者
一
人

ひ
と
り
の
状
況
を
ミ
ニ
通
信
で
各
保

護
者
に
お
知
ら
せ
し
た
。

　

光
の
家
神
愛
園
で
は
、
生
活
の

様
々
な
面
で
介
助
を
必
要
と
す
る
高

齢
の
視
覚
障
害
者
や
、
視
覚
障
害
に

加
え
て
知
的
障
害
や
精
神
障
害
等
を

併
せ
持
つ
盲
重
複
障
害
者
、ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
や
難
病
指
定
の
持
病
の
あ

る
者
等
、
日
常
生
活
の
様
々
な
面
で

き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
す

る
者
が
約
八
〇
名
生
活
し
て
い
る
。

　

ど
ん
な
に
重
い
障
害
が
あ
っ
て
も

一
人
ひ
と
り
の
人
生
が
少
し
で
も
充

実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
努
め
て

き
た
。

　
救
護
施
設

　
光
の
家
神
愛
園

一
、
利
用
者
支
援

　

平
成
二
二
年
度
は
三
名
の
利
用
者

が
天
に
召
さ
れ
た
。
そ
の
内
の
二
名

は
嘱
託
医
や
医
務
課
の
協
力
を
得
て
、

最
後
の
最
後
ま
で
入
院
す
る
事
な
く
、

本
人
が
永
年
慣
れ
親
し
ん
だ
神
愛
園

か
ら
直
接
、
天
国
へ
と
旅
立
た
れ
た
。

又
、
夏
に
は
以
前
か
ら
生
ま
れ
故
郷

に
戻
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
方
が
、

実
家
近
く
の
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
す

る
た
め
に
退
所
と
な
っ
た
。

　

新
た
に
神
愛
園
に
入
所
さ
れ
た
か

た
は
男
女
各
一
名
ず
つ
で
、
い
ず
れ
も

精
神
科
病
院
か
ら
の
入
所
で
あ
っ
た
。

二
、
地
域
と
の
交
流

今
年
度
も
多
く
の
地
域
の
方
々
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
神
愛
園
の
活

動
を
支
え
て
下
さ
り
、
感
謝
で
あ
る
。

夏
祭
り
、
愛
の
サ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
バ
ザ
ー
等
の
行
事
を
通
し
て
良

い
交
流
の
時
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
。

三
、
職
員
研
修
の
充
実

今
年
度
も
救
護
施
設
関
係
（
全
国

救
護
施
設
協
議
会
、
関
東
地
区
救
護

施
設
協
議
会
、
東
京
救
護
部
会
）
を

中
心
に
積
極
的
に
外
部
の
研
修
会
に

職
員
を
派
遣
す
る
事
が
出
来
た
。

四
、
保
護
者
と
の
繋
が
り

今
年
度
も
二
回
（
八
月
、一
二
月
）

保
護
者
会
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
年

末
に
は
写
真
入
り
の
お
便
り
を
全
保

護
者
に
送
っ
た
。

盲
人
ホ
ー
ム
の
目
的
は
「
あ
ん
摩

マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
鍼
師
、
灸
師

の
免
許
証
を
有
す
る
視
覚
障
害
者
で

あ
っ
て
、
自
営
ま
た
は
雇
用
さ
れ
る

こ
と
の
困
難
な
者
に
利
用
さ
せ
、
必

要
な
技
術
等
の
指
導
を
行
い
、
そ
の

自
立
更
生
を
は
か
る
」と
な
っ
て
い
る
。

平
成
二
二
年
度
は
男
性
三
名
女

性
四
名
、
六
月
と
七
月
は
男
性
四
名

と
な
り
施
術
業
務
に
従
事
し
た
。

ま
た
、
一
二
月
に
は
鍼
師
が
病
気

後
退
職
し
、
以
来
鍼
師
不
在
と
な
っ

て
い
る
。
施
術
実
績
は
三
一
五
九
件

（
前
年
三
四
三
五
件
）
で
施
術
件
数

は
減
少
し
た
。
施
術
者
の
資
質
向
上

の
た
め
、
指
導
員
講
師
に
三
療
の
技

術
及
び
接
客
全
般
に
亘
る
心
得
に
つ

い
て
指
導
し
て
頂
い
た
。

　
盲
人
ホ
ー
ム

　 

光
の
家
鍼
灸

　
マ
ッ
サ
ー
ジ
ホ
ー
ム


